
　事業用トラックドライバーの健康起因事故の報告件数は増加傾向にあります。
厚生労働省が発行した「過労死等防止対策白書」においても、脳・心臓疾患による
労災補償の請求・支給決定件数ともに、道路貨物運送業が全業種中1位であり、動脈
硬化や脳・心臓疾患は高血圧が原因とされるため、点呼時の血圧の測定と評価は
とても重要です。
　また、2025年4月には、(特非）日本高血圧学会から職場や公共の場などあらゆる
場所での自動血圧計を用いた血圧測定を奨励する声明が発表されており、血圧測定
による健康管理がますます重要となっています。
　このような背景もあり、（公社）全日本トラック協会では業務用の全自動血圧計の
普及に取り組んでいるところですが、運行管理者から「測定結果の解釈・判断がわ
からない」、「医療行為や運行可否の線引きが難しい」との声も聞かれています。
　このパンフレットでは、そのような声に応えるものとして、運転者が血圧を正し
く測る方法や、運行管理者が血圧値を評価する方法について解説しました。大い
に活用いただければと思います。

この「血圧計活用のポイント」は、現在の医学の知見に基づいて作成したものです。ただ、生身の人間
である運転者の方々はそれぞれ千差万別です。具体的な各運転者の方々へのこのガイドライン適用に
当たっては、糖尿病など持病の有無、定期健康診断の結果などを十分に把握考慮されて、この基準が
絶対的なものではなく、最低基準であると理解されて、厳しく適用されるようにお願いいたします。

血圧計活用のポイント
運行管理者のための運行管理者のための

血圧を正しく測りましょう。
　血圧は1日の中でも時々刻々変化しています。また、測る環境によっても値が簡単に
変わってしまいます。さらには、事業所で測る血圧値が自宅で測る血圧値と異なる場合も
あります。しかし、日々乗務前に血圧を正しく測ることができれば、事故につながる身体
の異常を見つけられる可能性があります。とくに危険なのは高血圧が要因とされる脳・
心臓疾患です。
　危険な高血圧を乗務前に知って、乗務中の健康起因事故の防止に役立てましょう。
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測定環境 測定姿勢
●さわがしい環境では、騒音が
　ストレスになって、正しい血圧が
測れません。なるべく静かな環境
で測定しましょう。
●寒い環境では、血管が縮んで、
血圧値が高くなってしまいます。
上着を脱いでも寒いと感じない
温度（約20℃）に部屋の温度を
保ちましょう。

●背もたれのある椅子で、背もた
れに軽くもたれて、リラックス
して座りましょう。
●上腕の中央が、心臓の高さに
くるようにしましょう。心臓の
高さに合っていない場合は、
椅子の高さを調整しましょう。

●厚手の上着は脱いでから測り
ましょう。

●腕を締め付けない服装で測り
ましょう。
●お腹のベルトはきつくないよう
に、きつければ緩めましょう。
●腕の力を抜いて、深呼吸を2回
してから測りましょう。
●測定中は腕や体を動かさず、
会話をしないようにして、測定
に集中しましょう。
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●日ごろ、血圧値が正常な運転者の方でも、コーヒーなどのカフェイン飲料を飲んだり、
タバコを吸ったり、荷扱いをした後は、血圧値が高く出る場合があります。
●日々、継続して測りましょう。また、記録をつけて数値の推移がわかるようにしておき
ましょう。
●とくに①50歳以上の運転者、②健診で高血圧、脂質異常症、肥満、糖尿病、臓器障害、
心血管病、メタボリック症候群、睡眠時無呼吸症候群を指摘された運転者、③1か月60時
間以上の時間外労働時間がある運転者は、血圧値が高く出やすいので注意しましょう。
●日々の血圧値に一喜一憂するのではなく、数日の平均値からご自身の体調や生活リズム
を振り返ってください。
●点呼時には正常血圧なのに健診では血圧が高く出ることを白衣高血圧と呼びます。一方、
点呼時は血圧が高いのに健診では正常の状態を仮面高血圧と呼びます。とくに仮面高血圧
は注意が必要です。

再測定
5 分位あけて

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい はい はい

はい

はい

はい

2 つ以上あてはまる

測定１回目

上 140未満 かつ
下 90未満

２回測定のうち低い方

上 160未満 かつ
下 100未満

２回測定のうち低い方

上 180未満 かつ
下 110未満

上 140以上 または
下 90以上 が
数日続いている

条件付きで乗務が
できる状態です。

毎日の血圧管理をしっかり
しましょう。

乗務ができます。

乗務禁止措置を講じる
必要があります。

すぐに医療機関を受診して
もらいましょう。

「めまい」「頭痛」「動悸」
「脈の乱れ」「息切れ」

のいずれかがある

測定２回目が

上 140未満 かつ
下 90未満

スタート
1 ～ 2 分

リラックスしてから

「医者にかかっていない」
「薬を飲み忘れた（治療中）」
「睡眠５時間以下」
のいずれかにあてはる

●運行中は禁煙しましょう。
●運行中に十分な休憩を
とりましょう。
●荷扱いは慌てないよう
にしましょう。
●後日、医療機関を受診
しましょう。乗務可否判断については、産業医がいる事業場では産業医に意見を求めることになりますが、産業医がいないところでは、主治医に

意見を求めることになります。この場合、会社による一方的な判断にならないようにするためにも主治医、会社、個人による十分な
話し合いが不可欠です。
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